


抗生剤の予防投与は原則ありません。 
場合によりビスマス製剤を用いるようです。 



軽症の場合は抗生剤投与はなく、場合によりロペミンかビスマス製剤を用います。 



中等症の場合はロペミンのみで 
経過をみることもある。 
抗生剤としてジスロマックか 
シプロキサンを投与する場合もある。 





重症例では先ずジスロマックを選択。 
次にシプロキサン。 



海外から帰国した人で症状が続いていたり、重症化していれば 
便培養を実施する。 
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